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教科・ 

分掌名 
係 

項

目 

具体的目標 

（ＰＬＡＮ） 

具体的な取り組み 

（ＤＯ） 

具体的な評価基 

（具体的な達成目標） 

(数値目標など) 

評価（ＣＨＥＣＫ） 中間評価をうけての 

今後の取組 

次年度への課題や

更新，改革案 

（ＡＣＴＩＯＮ） 中間評価 期末評価 

総務部 PTA 

 

各種会議・行事への参

加者を一定以上にす

る。 

個々にできるだけ

参加するよう呼び

かける。 

４ ８割以上 

３ ６割以上 

２ ４割以上 

１ ４割以下 

３ 出席率は理事会が

８割、総会は３割

であった。 

３ 持久歩大会におけ

る支援活動にも大

半の理事の参加が

得られた。 

連絡なしの欠席は皆無

に近い。今後とも保護者

との連絡を密にしてい

く。 

保護者との直接対話

の機会をできるだけ

多くする。 

校史同

窓会 

 

将来、校史資料となる

よう資料の収集を行

う。 

新聞の切り抜き、

学校行事の写真撮

影などを行う 

４ よくできた 

３ できた 

２ あまりできなかっ

た 

１ できなかった 

３ できていると思っ

ているが、学校行

事の記録写真は係

がやってくれてい

ると思っている。 

４ 学校行事や新聞の

切り抜きなど、よ

くできている。 

記録は確実か？時には

チェックする必要があ

る。 

新名簿作成、50周年

記念誌作成準備開始

の年となる。しっか

り準備したい。 

食堂 

厚生 

 

・より良質で安価な食

品を提供する。 

・職員への周知、徹底

をはかる。 

・原材料の工夫。 

・生徒の嗜好と栄

養バランス。 

・生徒が利用しや

すくする。 

・掲示物の案内と

配布。 

４ 生徒がほぼ毎日利

用する  

３ 〃よく利用する 

２ 〃ときどき利用す

る  

１ 〃ほとんど利用し

ない 

 ２学期から新しい

メニューを追加し

た。 

３ 新しいメニューは

好評である。 

今後とも、生徒のニーズ

に応えていくよう努力

する。 

新しいメニューの入

れ物の処理に問題が

あり、その解決が今

後の課題である。 

教務部 庶務 

④ 

各行事の効率的・効果

的な準備・運営をめざ

す。 

各行事の反省点・

改善策を共有し、

今年度に積極的に

活かすために、過

年度の行事反省記

録を事前に配布・

周知をする。 

４ ８回以上 

３ ６回 

２ ４回 

１ ２回以下 

２ 各行事の改善策等

の情報が、各分掌

内でとどまって、

全体で共有できて

いないところもあ

る。 

３ 行事反省について

は職員会議にて報

告している。 

改善策等の情報の一元

化をはかり、庶務で取り

まとめ、来年度に生かせ

るように準備をしてい

く。 

今年度の行事の反

省・課題・改善等に

ついて、来年度の分

掌のキャップに確実

に引き継ぐ。 

諸表簿 

 

毎日、毎月初め、５月、

学期末、年度末、年度

初めの記録、点検を正

確にする。 

誤字、脱字、記入

漏れなどを正確に

チェックする。 

４ よくできた 

３ できた 

２ あまりできなかっ

た 

１ できなかった 

３ できていると思

う。 

３ できていると思

う。 

今後も担任が出席簿

の記入等がきちんとで

きるように前もって見

本を提示し、点検を正確

にする。 

担任が記入しやすい

ように、学期ごとに

記入例を提示する。 

現職教

育 

 

教授法の向上・改善を

図る。 

研究授業・授業参

観を通して、常に、

指導法の向上を念

頭において教材研

究等に取り組む姿

勢を保する。 

４ 参観回数３回以上 

３ 参観回数２回 

２ 参観回数１回 

１ 参観回数０回 

２ 関係教科になんとか

参観というのが現状

で、教科の枠を超え

てといのがまだまだ

十分ではないよう

だ。 

２ 中間期同様、なんと

か関係教科に参観し

ているという状況で

ある。記録記入につ

いても呼びかけが足

りなかった。 

・職員への周知を確実に

する。 

・参観の記録を確認す

る。 

・毎回必ず、記録記入も

含めて職員への周知を

行う。 

・研究授業の時間帯も多

くの職員が参観できる

よう可能な限り配慮す

る。 

時間割 

割 

④ 

４月１日には時間割

を完成させる。 

時間割係と教科主

任が協力、すみや

かに作成する。 

４ 予定通り作成でき

た 

３ １週間遅れた 

２ ４月に大幅な改訂

をせまられた 

１ できなかった 

４ できた ４ できた ・来年も今年度のように

続けたい。 

・来年度も今年度の

ようにスムーズに作

成した。 

④ 

行事等の特別時間割

を１週間前までに作

成し職員に周知する。 

２週間前から出張

等の予定を調査し

計画的に作成す

る。 

４ 予定通りできた 

３ ５日前になった 

２ ３日前になった 

１ 前日になった 

４ できている。 ４ できている。 ・残りの特別時間割も計

画的に作成していきた

い。 

・全員の協力の下、

来年も計画的に作成

したい。 

奨学生 

⑤ 

生徒・保護者への情報

伝達を確実にする。 

個別・教室掲示用

のプリントによっ

て、こまめに連絡

する。 

４ 昨年以上 

３ 昨年並み 

２ 昨年以下 

１ 利用者なし 

３ できていると思

う。 

３ できていると思

う。 

中途採用も可能なので、

相談にくるように促し

たい。 

次年度は４月の早い

段階から受付がある

ので、新入生向けの

ものも含め、早急に

準備する。 

基礎学

力 

 ① 

英語・数学・国語の基

礎的な学力の定着を

はかる。        

基礎力テストを実

施する。 

７割の合格率をめざす  合格率は、１年生

は８割に達してい

るが、３年が低く、

全体としてはほぼ

７割である。 

 中間と同様であ

る。 

今後ともきめ細かく指

導していく。 

今後とも不合格者の

指導の充実を図りた

い。 

インタ

ーンシ

ップ 

 ２年全員がインター

ンシップに参加する。 

１０月ごろより担

当者で企業訪問を

して受け入れ先を

確保する。 

全員の受け入れ先を確

保する。 

 ２月８～１０日で

実施することを決

定しており１０月

以降担当者で活動

をする予定 

 １２月２４日時点

で１１５名の受け

入れを確保してお

り予定通り実施で

きる予定 

１２月中に１０４名の

受け入れ先を確保した

い 

来年も景気の動向

は、厳しそうである

が２年生全員の参加

を目指したい。 

初任研  初任者研修の計画を

立てる。 

計画通りに進むよ

うに、初任者の激

励と援助をする。 

４ 80％計画通りに進

んだ 

３ 60％計画通りに進

んだ 

２ 40％計画通りに進

んだ 

１ 大幅な計画の見直

しをした 

３  ４  ・ 計画よりも遅れる

ときもありました

が、今後はできる

限り計画通りにし

たい。 

・ 激励と援助を今後

もっとしていきた

い。 

・ 研究授業が計画

通りの月に実施

できないときも

あったが、何と

か最後までには

修了できた。 

生徒指導

部 

生活指

導 

 携帯電話の使用マナ

ーを身につけさせる。 

・ケータイ安全教

室の実施。 

・校内持ち込み届

提出者への校内使

用ルール厳守の徹

底。 

・フィルタリング

の設定推進。 

・年1回の実施 

・届け出違反、校内ﾙｰﾙ

違反者なくす 

・携帯所持生徒全員の

フィルタリング設定 

 4月末に実施 

校内持ち込み届は

ほぼ全員が提出、

今のところ違反者

も少数である。 

フィルタリングに

ついて設定推進の

継続が必要 

 実施済み 

校内ルールは守ら

れている。 

フィルタリング設

定をしていない生

徒が少なくない。 

・来年度も実施予定 

・今後も持ち込み希望者

へはルールの厳守をさ

せていく 

・定期的に呼びかけを続

ける 

次年度も実施した

い。 

 

ケータイマナーのさ

らなる向上を図る 

 

引き続き推進を図

る。 

 基本的生活習慣を身

につけさせる。 

・学期に1回以上

の頭髪・服装指導。 

・遅刻指導（遅刻

回数による段階指

導）。 

・頭髪・服装違反者を

なくす 

・遅刻者の減少 

 頭髪、服装指導は

継続して行う必要

あり 

遅刻は減少傾向 

 予定通り実施 

実施 

・今後も指導をしていく 

 

・生活リズムを整えるよ

う呼びかけ等を行う 

次年度も実施を継続 

 

遅刻の多い生徒への

指導を継続 
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交通指

導 

 交通マナーを身につ

けさせる。 

・自転車検定の実

施。 

・自転車車体検査

の実施。 

・交通講話の実施。 

・より多くの検定合格

者をだす 

・自転車通学者の整備

不良車をなくす 

・年１回の実施 

 ７月に実施 

整備不良車の改善

指導を実施した 

１２月に実施予定 

 予定どおり実施で

きた。 

・整備不良車が減少する

よう指導していく 

・早めの計画を立てる 

警察との連携を図

り、自転車運転のマ

ナーに対しては特に

指導をしていきた

い。 

 運転免許取得。 ・１１月以後自動

車学校見回り実

施。 

・入校届けを提出させ

る 

 １０月に周知、指

導の予定 

 巡回は実施中。入

校届けの提出状況

はよい。 

・早めの計画を立て指導

していく 

早めの提出を促す。 

集団指

導 

 集団行動での規律を

高める。 

・素早く整列する

よう指導する。 

・服装を整えるよ

う指導する。 

・クラス担任にも

協力してもらう。 

・学校行事等の集会時

に素早く集合、整列で

きているか 

・集合時に服装を整え

ているか 

 学校行事等の集会

時の集合の早さは

ある程度素早くで

きている。ただし、

整列時の姿勢や話

を聞く態度にまだ

まだ改善の必要性

がある 

 学校行事等の集会

はかなり素早くで

きている。整列時

の姿勢にも改善が

みられてきたが、

話を聞く態度はま

だ改善の必要性が

ある 

集団での活動の場面で、

聞く態度も含めて注意

喚起をする。 

集団での活動の場面

で、学級担任等の協

力を仰ぎながら、聞

く態度の指導を継続

する。 

特別活動

部 

ホーム

ルーム 

 充実した内容のホー

ムルームの実施を行

う。 

ホームルームのテ

ーマに対応した分

掌に担任がホーム

ルームを行うに当

たって参考になる

ような資料・指導

案の作成を依頼す

る。 

４ よくできた 

３ できた 

２ あまりできなかっ

た 

１ できなかった 

２ 年度当初の予定に

ない行事が入り、

予定通りできない

テーマがあった。 

３ 中間時における反

省は、３学期は生

かされた。 

各分掌への依頼が遅く、

対応遅れが生じないよ

うに、早め早めの計画を

心がけたい。 

早い段階での年度予

定を知ることと、急

な変更があった際、

早急に周知される連

絡体制が必要だと感

じる。 

生徒会  執行部の活性化を図

る。 

執行部が中心にな

って、一般生徒も

巻き込みながら、

諸活動に取り組

む。 

４ よくできた 

３ できた 

２ ややできた 

１ できなかった 

３ まだ一般生徒を巻

き込めてはいない 

 

３ 執行部としては活

動できたが、イン

フルエンザの流行

もあり、一般生徒

を巻き込む機会を

失した。 

一般生徒が活動できる

ように執行部が準備を

する。 

 

執行部と一緒に活動

する自主的な一般生

徒を募集するなど、

一般生徒との結びつ

きを図る。 

部活動  部活動の活性化のた

め、高い入部率の維持

を図る。 

部活変更などにも

柔軟に取り組む。 

４ 入部率９０％以上 

３ ８０％以上 

２ ７０％以上 

１ ７０％未満 

４ １、２年生が全員

入部になり入部率

は高くなった。 

４ 退部者の再入部が

割とできている。 

退部状態の者数名に入

部を促す。 

退部したまま再入部

できない者を今後と

も少人数に押さえる

とともに、何らかの

フォローをする。 

 部活動の活性化のた

め、部員でありながら

活動できていない生

徒を少なくする。 

部活動の計画的な

実施をお願いす

る。 

４ 不活動５％未満 

３ １０％未満 

２ １５％未満 

１ １５％以上 

 未調査(９月中に

実施予定) 

１ 文化部に名前だけ

置いた状態の者が

多くいることがわ

かった。 

 実質的な全員入部に

近づけるように、ま

ずは各部で工夫して

取り組んで貰うよう

にお願いする。 

ボラン

ティア 

 ボランティア精神を

広める。 

活動に参加する生徒

を増やす。 

県内の各種ボラン

ティア活動の紹

介・広報を行う。

生徒会の奉仕部長

を中心に各種ボラ

ンティア活動に参

加して、輪を拡げ

る。 

４ 日常的に多くの生

徒がボランティア活動

を行う 

３ 年間数回活動に参

加する 

２ 年間１～２回活動

に参加する  

１ 活動がない 

２ まだ一般生徒を巻

き込めてはいない 

 

３ 一般生徒のボラン

ティアに対する意

識がまだまだ低

い。 

多くの参加者が出るよ

うに広報活動を積極的

に行っていく。 

校内のボランティア

の呼びかけだけでな

く、校外のものにつ

いても積極的に参加

を呼びかけていく。 

進路指導

部 

就職  就職希望者全員の内

定を目指す。 

求人開拓、進路意

識の向上、職業観

の育成、職業理解、

就職相談、面接指

導、一般常識力・

基礎学力の定着に

取り組む。 

４  年内の全員内定 

３  卒業時全員内定 

２ 未内定者２名以内 

１  未内定者２名超 

 現在、採否結果が

出ているようであ

る。 

４ 昨年までと内定企

業がかなり変わっ

たが、希望者の年

内内定ができた。 

不合格の対応について

各所と連携し進める。 

求人増加に努めると

ともに、生徒の意識

向上や内定獲得に結

び付く力を充実す

る。 

 早期離職者（１年以

内）の減少を目指す。 

主体的な進路実現

ができるよう生徒

の自己理解、就職

目的の明確化、企

業情報の収集環境

整備に取り組み、

また企業との連携

を深め早期離職対

策をとる。 

４ １年以内なし 

３  〃 ２名以内 

２  〃 ５名以内 

１  〃 ５名超 

 この春の卒業の者

で1名が判明して

いる。 

３ １年後の状況のた

め、３月に入って

から調査する予定

である。今のとこ

ろ２名の離職が判

明している。 

機会ある毎に企業から

の情報収集に努める。 

第１志望の企業が離

職率が低いといわれ

るので、できる限り

一次合格できるよう

指導する。 

進学  国公立私立難関校合

格を目指す。 

進学相談、進学課

外、個別指導、校

外模試環境の充実

に取り組み、学力

試験や面接試験の

対策をする。 

４ 合格者２名以上 

３ １名 

２ 受験者あり 

１ 受験者なし 

 現在指導中 ４ 今年度は、生徒の

第一志望に合格し

た生徒がほとんど

であった。 

・生徒の進路希望に合わ

せて今後とも指導して

いきたい。 

・来年度も担任の先

生の協力の下、早期

段階での進路指導に

努めたい。 

人権・同

和教育部 

人権・

同和教

育 

 人権問題についての

啓発活動を行う。 

LHRやたより、保

護者版たより等を

通じて人権・同和

問題への理解を深

める。 

４ 年間１０回と保護

者版が発行できた 

３ 年間１０回 

２ 年間７～９回 

１ 年間６回以下 

 現在発行中 ４ ではあるが、保護

者版の発行回数が

少なかった。 

保護者版がまだ１回な

ので冬には必ず発行す

る。 

保護者版の発行回数

を増やしたいし、原

稿も多くの先生方に

も書いていただける

ようにお願いする。 

保健・環

境部 

保健 

衛生 

 健康問題解決に向け

て、幅広く情報を収集

し、発信する。 

保健便りや個別指

導等を通して、疾

病箇所の治療率向

上を図る。 

 

疾病治療率 

４ ９０％以上 

３ ８０％以上 

２ ６０％以上 

１ ６０％未満 

１ 治療率63％ 

(歯のみ53％) 

 

３ 治療率88.5％ 

(歯のみ80.8％) 

 

担任や部活動顧問から

も指導してもらう 

治療率はかなり上が

ったが、歯科が８

０％止まりであっ

た。費用と時間がか

かるためか。 

 ３年生のはしか予

防接種を今年度中

に完全に行わせ

る。 

接種率 

４ １００％ 

３ ９５％以上 

２ ９０％以上 

１ ９０％未満 

１ 

 

86％ 

 

２ 90% 

 

１００％に近づけるよ

うに更に呼びかけてい

く 

未接種者を呼び出し

て何度か呼びかけた

が、１００％になら

なかった。家庭の事

情もあるようであ

る。 
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 保健室利用生徒に

ついて、担任や各

分掌担当者と情報

交換を密にする。 

  よく出来ている  よく出来ている 連携して対応できるよ

うに、気になる生徒に関

する情報は早めに連絡

する 

引き続き、情報の連

絡をしていけるよう

にしたい。 

教育相

談 

 生徒の変化に素早く

対 

応できるように、情報 

交換会を持ち、指導に 

取り組む。 

スクールカウンセ

ラーの来 

校日に合わせて、

情報交換 

や指導についての

話し合い 

の会を持ち、迅速

な対応に 

努める。 

 

 

４ ほぼ毎回、会を持

てた 

３ 大体、会を持てた 

２ あまり会を持てな

かった 

１ ほとんど会を持て

なかった 

３  

学校の現状に合わ

せて考えると、大

体必要なタイミン

グで会を持つこと

ができた。 

３ 生徒の変化が顕著

な時期にあって、

関係職員でこまめ

に話し合いを持つ

ことができた。 

例年、生徒の変化が顕著

になる時期を迎え、情報

収集を確実にし、早く対

応できるようにしたい。 

・話し合いの形態に

あまりとらわれるこ

となく、情報交換の

場が持てるよう工夫

する。 

・生徒の抱える問題

は多岐にまたがるの

で生徒指導との情報

交換もスムーズに行

えるよう運営を再検

討できたらと思う。 

防災・

安全 

 学校生活全般におけ

る生徒の事故の予防、

及び災害発生時の被

害拡大の防止と生

徒・職員の生命の安全

並びに学校の施設・設

備の保全を図ること

を目標とする。 

普段の生活におい

て、生徒及び職員

に防災思想を普及

徹底させ、併せて

年2回（5月・12

月）避難・誘導・

消火の各訓練を連

携して実施する。 

 

４ よくできた 

３ できた 

２ ややできた 

１ できなかった 

３ 春（5 月）の防災

訓練は、事故等も

なく予定通りに実

施できた。 

また、校内の危険

箇所の点検と修

理、および施設・

設備の保全につい

ても、順調に実施

できている。 

３ 冬（12月）の防災

訓練は、事故等も

なく実施できた

が、歩いて避難す

る生徒もいる。今

後も、生徒への防

災思想の普及に徹

底したい。また、

校内の危険箇所の

点検と修理につい

ては、引き続き順

調に実施できた。 

冬（12月）の防災訓練

に向けて、早めに消防署

との打合せをして、準備

に取り掛かり、防災思想

の普及に努めたい。 

また、校内の危険箇所の

点検と修理、および施

設・設備の保全について

も、引き続き実施をして

いきたい。 

 

12月の避難訓練の際

に、2 

年生の避難経路を、

玄関より運動場へ、

避難するように変更

をした。2階での混雑

が、多少なりとも解

消し、スムーズに避

難できたと思う。 

 

美化緑

化営繕 

 清掃をしっかり行い、

学習や生活しやすい

教育環境を整える。 

掃除用具を美化委

員が点検、整備す

る。必要な備品は、

取りやすい場所に

置き、掃除担当者

が補充できるよう

にする。 

４ よくできた 

３ できた 

２ ややできた 

１ できなかった 

３ 美化委員が掃除道

具の修理整備を行

った。必要な掃除

用具はとりやすく

し、新型ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ

も考慮し、掃除用

具に火箸を配っ

た。 

３ 大掃除のとき美化

委員が校内を回り

壊れた道具を良い

ものに取り替え

た。 

破損した掃除用具はそ

のままにしないで早め

に整備する。 

校内の木が多いので、落

ち葉や剪定した処理を

どうするか検討が必要

である。 

必要なものを必要な

だけ準備し、在庫を

抱えず満足のいく用

意を進める。 

教育情報

部 

情報シ

ステム 

 1人1台パソコンの配

備に関わり、業務に使

いやすい環境を整備

する。 

ネットワークの停

止やマシントラブ

ルが起こらないよ

うにする。 

4. トラブル回数が5回

未満 

3  〃が10回未満 

2  〃が15回未満 

1  〃が20回以上 

３ 多少のトラブルが

合ったが、大きな

問題は発生しなか

った。 

３ 大きなトラブルが

無く、運用ができ

ている。 

大きなトラブルは無い

が、改善点はいくつかあ

り、それらを解決してい

きたい。 

運用では今年度と同

じように行っていき

たい。データ量が増

えているのでそれに

ついて対策を進めて

いきたい。 

視聴覚  授業への視聴覚機器

の利用を増やす。 

全講座で、視聴覚

機器を年１回以上

利用してもらう。 

４ ８割以上 

３ ６割以上 

２ ４割以上 

１ ４割以下 

３ 利用している講座

に偏りがあり、ま

だまだ活用されて

いない講座が多い

と思われる。 

３ まだ偏りはあるも

のの、多くの講座

で、利用してもら

えるようになっ

た。 

今後、何らかの形での利

用をしてもらうように

進めていきたい。 

年間何回も利用して

いる講座がある反

面、されてない講座

もあるので、利用を

呼びかけていきた

い。 

図書 

 

そ

の 

他 

図書室の利用促進を

図る。 

授業・ＬＨＲなど

を通して、書物に

ふれる機会を増や

し、積極的な利用

の促進を図る。 

図書室の利用 

４ ほぼ毎日  

３ 週に数回 

２ 月に数回   

１ ほとんど利用しな

い 

２ まだ十分な利用状

況とはなっていな

い。 

３ 授業での利用や、

放課後の利用は増

えたが、貸出数の

増加にはつながっ

ていない。 

今後、いろいろな機会を

通して、図書室の利用、

本の貸し出しの促進を

図りたい。 

読書週間などの学校

行事と関連させた取

り組みや、図書室で

の企画などを行い、

利用の促進を図って

いきたい。 

広報  本校の教育活動を保

護者に紹介する。 

三豊工便りを８月

を除き毎月発行す

る。 

４ １１回以上発行 

３ ９、１０回 

２ ７、８回 

１ ６回以下 

４ 毎月発行できてい

る。 

４ 毎月発行できてい

る。 

これを続けていく。 期待を持って読まれ

るように、内容の充

実に努力する。 

 

 

 

教科・ 

分掌名 

項

目 

具体的目標 

（ＰＬＡＮ） 

具体的な取り組み 

（ＤＯ） 

具体的な評価基 

（具体的な達成目標） 

(数値目標など) 

評価（ＣＨＥＣＫ） 中間評価をうけての 

今後の取組 

次年度への課題や 

更新，改革案 

（ＡＣＴＩＯＮ） 

中間評価 期末評価   

国語科 

① 

常用漢字の読み書きが

できるようにする。 

年間４回漢字テストを

実施する。 

４ 合格者(75 点以上)８

割以上   

３ ６割以上   

２ ４割以上  

１ ４割未満 

３ １年生は合格率が

８割に達している

が、３年生が５割

と低い。 

３ １年生は良く取り

組めているが、３

年生はなかなか向

上しない。 

 

可能な限りきめ細かい

指導をしていく。 

１年生での取り組みを

継続させていくことが

今後の課題である。 

地歴・公民

科 

① 

一般常識を確実に身に

つける。 

毎時間小問題を実施し、

授業内容を定着させる。 

４ 毎時間実施 

３ 2回に一度実施 

２ 定期考査の前に実施 

１ 学期に一度実施 

３ 小問題ができる範

囲まで、なかなか

進まない。 

３ ２学期の中間テス

トまでは順調に進

んだが、以後、生

徒の意欲が減退し

た。 

生徒一人では小問題と

いえど解答しにくいよ

うだ。教員の補助が必

要。 

作業を伴う問題に替え

てみようと思う。 

 

現在世界で起こってい

る様々な問題について、

歴史的見地から考える

ことができる。 

現代史に重点を置き、具

体的な紛争を例に一緒

に考える。 

また、視聴覚教材の活用

により理解を深める。 

４ 年８回以上実施 

３ 年５回実施 

２ 年3回実施 

１ 3回以下 

 期末考査終了後実

施した。 

３ 実施できた。 視聴覚機器が使える教

室がもっとあればいい

と思う。 

移動式テレビに DVD

プレーヤーを設置して

ほしい。 

数学科 

① 

基礎的計算力の定着。 小テスト（年７～８回）

の対策の時間を十分に

確保する。 

４ 平均８以上（10 点満

点）  

３ 平均６以上  

２ 平均４以上 

１ 平均３以下 

３ ５点とれていない

生徒の指導が十分

できていない。 

３ 基礎力の定着をし

ていない生徒がま

だまだいる。 

不得意生徒の指導を改

善したい。 

就職試験の時期と絡め

て計算力の必要性をも

っと生徒にアピールし

ていきたい。 

理科 
① 

学習に対する内発的動

機付けを高める。 

発問を多くし、発表の機

会を増やす。 

４ 毎時間３回以上 

３ ２回以上 

４ 全体としては大変

よい。 

４ 今年度は１・２年

生を中心に積極的

個人差が大きいので、回

数の少ない者は指名し

内発的な動機付けは生

徒に分かるという実感
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２ １回以上 

１ なし 

であった。 て発表させる。 がないと起こらないの

で、理解度を確認しなが

ら行う。 

体育科 

① 

集団行動での規律を高

め 

る。 

集合時の姿勢や、あいさ

つの声の大きさについ

て気をつける。 

４ 注意 ５回以内 

３ 注意１０回以内 

２ 注意１５回以内 

１ 注意２０回以上 

３ 授業開始時にほぼ

毎回注意しなけれ

ばならない状況に

ある。 

４ 毎回注意しなけれ

ばならないような

状況は改善されて

きたが、まだ十分

とはいえない。 

あきらめることなく、毎

時間注意喚起していく。 

毎時間注意喚起してい

く指導を継続する。 

英語科 

① 

基礎的な語彙力を増す。 年間３回の小テストを

実施する。 

４ 合格者（７５点以上）

８割以上 

３ ６割以上  

２ ４割以上 

１ ４割未満 

３ 3年生  評価３ 

2年生  評価３ 

1年生  評価４ 

３ 3年生  評価３ 

2年生  評価３ 

1年生  評価４ 

2学期以降の3年生の意

欲をいかに維持してい

くかについて、指導方法

を工夫していきたい。 

課題プリント等により

各学年８割以上の合格

者が出るように指導を

工夫する。 

② 

検定試験の受験促進。 授業の中にリスニング

活動を効果的に取り入

れる。 

４ ５割以上  

３ ３割以上 

２ １割以上  

１ １割未満 

４ 

 

実用英語検定 評

価４ 

リスニング英語検定

評価４ 

４ 年間１回の実施な

ので中間評価と同

じである。 

今後も受検指導をすす

めていきたい。 

複数回受検者が出るよ

うに受検をすすめたい。 

家庭科 

 

家庭科に対する興味・ 

関心を高める。 

家庭クラブ主催のクリ

エイティブコンテスト

では、４年連続入賞し

た。困難な作業であるが

今年も応募はする予定

である。 

１年生全員でタペストリ

ーの製作に取り組み、完成

させる。 

５ ９月から、製作を

開始した 

 

５ 家庭クラブ主催の

クリエイティブコ

ンテストで、応募

総数１０４７点の

中から優秀賞(全

国第２位)に選ば

れた。 

今年も全員完成を目指

したい。個人差があるの

で、放課後、相当、実習

時間を要する生徒もい

ると思われる。 

表彰式に出席して、文部

科学省をはじめ各方面

から高い評価をいただ

いた。授業は 2 単位な

ので、放課後も、相当な

時間、実習をして完成に

こぎつけた。 

機械科 

② 

各種資格の取得推進。 授業や課外を通して、各

種の資格取得に取り組

む。 

全員の生徒が、一年間に1

つ以上の資格取得を目指

す。 

 よい取り組みがで

きている。 

 標準テストや情報

技術検定に全員が

取り組んでいる 

次の目標をはっきりさ

せ、早めの準備をさせ

る。 

全員受験の基礎的検定

の合格率を上げる対策

が必要。 

③ 

２級・３級機械技能士試

験に挑戦する 

  たいへん優秀な結

果が出そうであ

る。 

 本年度、新しく、

機械検査技能士 3

級に8名の2,3年

生が挑戦中。 

次年度に向けて、候補生

徒の確保をする。 

各種技能士の資格を取

得させたいが、施設、資

金や指導者に制限があ

る。 

電気科 

② 

電気工事士等の電気関

係の資格に挑戦させる。 

第２種電気工事士は２

年全員受験、第１種電気

工事士は１０名程度の

受験、電験３種は数名受

験させたい 

努力はするが何名の合格

者を出せるかは未定。 

 第２種電気工事士

については２年全

員が受験した。第

１種電気工事士は

現在１１名が課外

を受講している。 

 第２種電気工事士

の合格者がやや少

ない結果となった

が、第１種電気工

事の筆記試験は５

名の合格者を出す

ことができた。 

第１種電気工事士試験

に向けて継続して指導

する。 

来年も本年度並の国家

試験受験者を目指した

い。 

電子科 

② 

資格取得の推進。 実習の時間や放課後を

利用して技術指導に当

たる。 

１年  

パソコン利用技術検定 

３級30名  全員 

情報技術検定  

３級30名  全員 

２年  

電気工事士試験 

第２種35名 全員 

生徒は、各学年で専門の資

格に１つ以上合格する。 

 １年  

パソコン利用技術

検定 

３級 29 名/30 名 

97％ 

２年 

電気工事士試験第

２種 

筆 記 29/35 名 

83% 

実 技  16/29 名 

55% 

3年 

電気工事士試験第

２種 

実技 3/5名 60% 

 

 第２種電気工事士

の合格者がやや少

ない結果となった

が、第１種電気工

事の筆記試験は５

名の合格者を出す

ことができた。 

さらに 1 年生の希望者

には、パソコン技術検定

2 級を受検チャレンジ

させたい。 

希望者が受験したパソ

コン利用技術検定 2 級

の合格率は例年よりも

よかった。3級不合格者

もがんばり、2級を合格

した。また、残念な結果

となり不合格の者も、も

う少しで合格の成績で

あった。技術や技能の習

得には十分なったと考

えるので実習や課外を

行い受験する予定であ

る。 

電気工事士については、

まず、全員が筆記試験を

合格できるように受験

意識を高揚させ、今まで

以上に分野ごとにチェ

ックをかけながら指導

していきたい。 

③ 

 技能検定  

３級(電子回路組立) 

４名 

  技能検定３級(電

子回路組立) 4/4

名 100% 

ものづくり四国大

会 2位 

若年者ものづくり

全国大会出場 

 1年 

パソコン技術検定 

2 級 19 名/26 名

73% 

（1名欠席25名受

験） 

 

今後さらに実際の現場

に繋がる実技の能力を

高めるため、1年生から

電子回路、組立技術のレ

ベルをアップしていき

たい。2年生は3年次に

2 級受験など上級への

チャレンジ、全国大会、

四国大会での活躍を目

指したい。 

来年は、さらに技能検定

2級の受験に向けて、指

導を開始しようと考え

ている。年度内に 1 度

指導を行う予定である。 

② 

 3年 

進路先を決定する 全

員 

    3年 

ほぼ達成 96%

（1/14現在） 

 希望の志望先に就職進

学できるように生活態

度や基礎学力を身につ

けさせたい。 

 


